
保育所の嘱託医は/健診だけではなく/常に園児の保
育・健康面の相談・助言の任を負っています。しか
し、日々の疾病状況は殆ど把握できていないのが/
実情であると思われます。少なくとも今日紹介する
管理以前の私はそうでありました。
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嘱託医として 保育所の現状を把握する為、Excel
に園児情報を入れてもらい、それをメールに添付し
て、私の所へ毎日送信してもらっています。
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3

私の所ではファイルにリンクした別の閲覧用の
Excelを開きます。園児の健康状態のトレンド
をグラフ化して視覚的に把握できます。その様
にして８年近く 複数の保育所をモニターして
おります。その実際を紹介いたします。



4

施設側の入力シートの一部であります。日付、
クラス分けされた園児名、今日の日付の所に、
事故欠を除いて、病欠を含むクラスの人数を入
れます。そして個人個人のその日の状態を入力
します。



5

呼吸器症状は「せき」のＳ、消化器症状は「げり」
のＧ、皮膚症状は「はっしん」のＨ、発熱は「ね
つ」のＮ、病気での欠席は「やすみ」のＹを記入し
ます。その症状がＱＯＬを妨げていれば大文字、症
状が軽ければ小文字を記入します。すなわち咳や鼻
水で遊びを中断したり睡眠を妨げたりしていれば/大
文字のS、咳をしながらも日常生活を妨げられていな
ければ小文字のｓ、/下痢や嘔吐で元気がなかったら
大文字のG、そうでなければ小文字のｇ、/ 発疹、
湿疹でぐずっていれば大文字のH、そうでなければ
小文字のｈ、/３８．０℃以上の熱があれば大文字の
N、それ以下の微熱は小文字のｎ、/欠席は大文字の
Y、早退は小文字のｙであります。



6

集計上関係ないそれ以外の文字を使って コメ
ントも記入できます。このファイルだけがメー
ルに添付されて毎日私の所へ送信されて参りま
す。
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私の所で、そのファイルを同名ファイルに上書
き保存し、それにリンクしているグラフ化の
Excelを開きます。これは「発熱」のグラフで
す。38℃以上の大文字を1.0、38℃未満の小文
字を0.5として/クラス毎に加算し、人数で割っ

た値を％で表しています。横軸は日付です。ク
ラス別と保育所全体とに/色分けしております。

値が高い事は その症状の児が多くいる事にな
ります。



8

一度に総ての項目を見渡せる様、一つにディス
プレイしております。呼吸器、消化器、皮膚症
状、先程の発熱、そして欠席です。
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また別のベージでは、２つ以上の症状を
AND/ORで加算してあり、毎日だいたいこの
画面を最初にチェックしております。
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・総合は大文字のどれかがある割合、

・症状別の３つは、症状の激しい児と、症状

は軽いけれど熱や欠席や早退をした児を合

わせた割合

・熱は38℃以上の児、

・欠席は休みと早退を合わせた割合です。

これらから保育所の状況と、感染症の流行
を検知する事も出来ます。詳細は先程の単
独グラフを開いたり、
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個々の園児については元のファイルを開いて経
過を検討できます。

園で流行した感染症を提示します。
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ロタウイルスの流行であります。消化器症状と
欠席が高くなります。
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ＲＳウイルスの流行です。呼吸器、発熱、欠席
の山が高くなっております。



14

手足口病です。この年は８月と９月に流行しま
した。８月はエンテロウイルス７１が、９月は
エコー９が分離されました。
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同じ保育所で次の年の３月にまた手足口病の流
行があり、今度はコクサッキーＡ１６が分離さ
れております。



16

サポウイルスと思われる流行ですが、このペー
ジではハッキリしません。



17

小文字も拾っている単独のページでは山がハッ
キリします。同じクラスで次々と下痢を発症し、
サポウイルスが検出されました。先程のロタと
比べると発熱や欠席も少なく症状は軽い様です。



18

アデノウイルス感染症の流行です。



19

ムンプスとヘルパンギーナが入り乱れて流行し
た時のものです。



20

インフルエンザの流行であります。



私は小児科医仲間のメーリングリストの感染症の取
りまとめをしており、詳細は後の演題の中村先生が
講演しますが、これらその報告メールであります。
その元の情報が私個人宛にもメールが参ります。
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22

それらから、保育所へ早めに注意をうながす
メールを出す事もできます。



23

これは夏に向かっての注意事項の連絡でありま
す



24

逆に保育所からの相談もあります。これはアタ
マジラミ発生の時のものですが。



25

それに対するレスをしたり、



また、定期健診の総括を送ったり
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27

園からは行事の「芋ほり遠足」などの報告もあ
ります。



28

「プール遊び」です。

この様に保育所と嘱託医のコミュニケー
ションにも役立っています。
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結語

電子メールの添付ファイルを利用し、園児の健
康情報をグラフ化してモニターし、それに対す
る処置や注意事項を保育所に進言できました。
また、この双方でメールをやりとりする事で、
お互いの意思疎通がはかれるようになった事の
方が、より意義があったと思っております。

ありがとうございました。


